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　各地域で様々なITSの活動が行われている。地域の団体等から寄稿いただいた2012年度の活動事例を紹介する。ITS 
Japanの視点で分類した一覧を下記に示す。

4. 各地域での2012年度の活動事例

地域 活動  掲載頁

A 移動手段の多様化の試み

横浜市 パーソナルモビリティの実用化（横浜市温暖化対策統括本部プロジェクト推進課） P. 125

B 情報提供・共有

青森県 積雪寒冷地におけるITSの取り組み（NPO法人青森ITSクラブ） P. 127

新潟県
公共交通機関における公衆無線LANサービス提供実証実験

（新潟県IT&ITS推進協議会）
P. 128

豊田市
「防災・災害お役立ち情報ポータルサイト」テストサイトのデモンストレーション
（豊田市）

P. 129

高知県 地域ITS技術を用いた走行支援手法の開発（高知地域ITS研究会） P. 130

C 住民や観光客へのサービス

柏市 駐車場ITSの取り組み（柏ITS推進協議会） P. 131

長崎県 長崎みらいナビin 五島（長崎EV&ITSプロジェクト） P. 132

D 大学との連携による普及啓発、人材育成

愛知県 あいちITS大学セミナーの開催（愛知県ITS推進協議会） P. 133

E 普及啓発、調査研究

北海道 ITSの推進に向けた講演会・地域ITS 研究会の開催（北海道ITS推進フォーラム） P. 134

中国地方 ITSに関わる講演会・研究会の開催（中国ITS研究会） P. 135

九州地方
大規模災害時のICT活用に関するワーキンググループの実施と
ITS 関連セミナーの開催（一般社団法人 九州経済連合会）

P. 136

各地の ITS活動紹介

○この取り組みを行うことにした背景 /理由
　本市では「ヨコハマ　モビリティ　プロ
ジェクト“ゼロ”（YMPZ）」を展開し、低炭素
交通の普及促進に努めている。また、一方で
平成23年に環境未来都市として選定され、環
境だけではなく、超高齢社会、経済など都
市を取り巻く様々な課題にチャレンジしてい
る。
　その取り組みの一貫として、コンパクトで
小回りが利き、環境性能に優れ、地域の手軽
な足となる移動手段を導入し、医療、介護や
防犯パトロールなどに活用することで環境対
応車とまちづくりの新たなアイデアを盛り込
んだ「環境対応車を活用したまちづくり」を
進めている。
　今回は、観光用のツールとして新たなモビ
リティを活用し、回遊性や機動力といった車体の性能や
貸出予約システム、管理システムといった運営を実証
し、将来的に駅を降りてから複数の低炭素交通手段から
ニーズに合わせて自由に選択できる低炭素交通社会の実
現を目指している。

○システム構築 /サービス提供開始
（1）実施主体　日産自動車株式会社、横浜市
（2）運営パートナー
　  株式会社日産カーレンタルソリューションほか

（3）エ リ ア　横浜都心エリア
（4）期　　間　H24.11.19〜H25.1.31（休業日あり）

図表3−17　各地のITS活動紹介

A  移動手段の多様化
横浜市

パーソナルモビリティの実用化
（横浜市温暖化対策統括本部プロジェクト推進課）
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　平成 24 年 2 月、青森県内で起きた大きな交通障害の
ニュースが全国を駆け巡った。2 月 1 日の暴風雪により、
下北半島を南北に走る国道279号で、車両400台以上が立
ち往生し、通行規制は19時間半に渡った。交通障害の原
因は、雪でスリップし動けなくなった大型車が道路をふさ
ぎ渋滞が発生、大雪による吹きだまりで移動不能となる車
が相次いだためである。急変する現場の状況を把握できず
に混乱し、通行止めが遅れたことも原因と考えられた。
　このような交通障害を防ぐため、積雪が多く天候が急変
しやすい山岳部の峠区間においては、冬期間の通行止め規
制をしている。冬期間通行止めとなる青森県内の国・県道
は、国道6路線9区間、主要地方道9路線12区間、一般県
道22路線21区間で、県内の国・県道の路線延長の約14%
に及んでいる。
　雪道に不慣れな観光客等への交通情報の提供は、生命に
も関わる重要な課題であるため、防災ITSでの取り組みが
急務となっている。

　 ｢青森みち情報」は、行政（国土交通省青森河川国道事
務所、青森県）と民間（青森ITSクラブ）等が、道路利用
者視線に立つ事を心がけて青森県内の道路交通情報を提供
している全国的にも珍しい官民協働による取り組みであ
る。道路利用者が必要とする詳細な情報をわかりやすく提
供するため、地元行政機関による情報収集と民間の知恵・
工夫と行動力を活用し官民連携で構築した、新しい試みと
なる道路交通情報ポータルサイトとして、道路交通情報を
提供している。主な情報として、ライブカメラの道路映像
が公開され、東日本高速道路株式会社4箇所、国土交通省
24箇所、青森県21箇所、青森ITSクラブ14箇所、計63箇
所での路面状況（積雪・凍結等）を一目で確認することが
可能である。また、天候の急変や交通事故などによる緊急
道路交通規制情報（通行止め）、県内各地の気象情報など
を、いつでも簡便に確認できる情報提供を行っている。平
成24年12月からは国道279号冬期交通障害予測情報の情
報提供も行っている。

（5）主な内容
　・車両台数：8台
　・貸出拠点：3箇所 ①日産グローバル本社
 ②赤レンガ倉庫1号館 
 ③山下町地下駐車場 
　・1利用者一日最大3時間半程度を基本とし、無料

貸出予定
（6）利用条件

　普通自動車免許取得後3年以上を経過し、日常的
に運転されている方など

○目的・目標（期待される効果など）
　予約システムや管理システムの有用性を確認するとと
もに、有償シェアリング実施に向けた課題を抽出する。

○その他（システム構築 /サービス提供にお
ける注意点や整備の苦労話など）

・週末および祝日における予約申込は 100%
を超えていたが、平日では空いているコマ
が散見された。

・リアルタイムGPSで走行位置を把握してい
たが、会員は各車の状況を把握することが
できなかったので、空き情報を把握して気
軽に予約して利用する展開にはならなかっ
た。

・拠点では有人で対応していたため、拠点確
保に難渋した。社会に浸透する数百台規模
のシェアリングを実施する場合、無人で管
理するシステムを構築する必要性を感じ
た。

○特長（システムの簡単な説明）
　リアルタイムGPSによりエリア逸脱の常時監視（ITS
活用事例）
・エリアを逸脱すると画面上の号車の表示が赤色になる
・車載のスマートフォンから警告表示・音を発しドライ

バーに知らせるシステムを採用　

B 情報提供・共有
青森県

積雪寒冷地における ITSの取り組み
（NPO法人青森 ITSクラブ）

2013年版




